
食いしん防災コミュニティ部会がいく！ 

（第６７回 ２０２３年１２月） 

 

 以前、「食いしん防の頭にミステリーサークルが！」という出来事を紹介したことが

あった。散髪に行って髪を短くしたら、側頭部に５００円玉大の円型ハゲができていた

という話だ。そのころかなりのストレスにさらされていたのだ。 

 それから数カ月が過ぎ、このミステリーサークルにはふたたび毛が生えてきたのだが

……なんとその毛は真っ白だったのだ！ 側頭部に白い円がある、という珍妙なヘア 

スタイルを現在も余儀なくされている。 

 

しかし悪いことばかりではない。この事実によって、子ども時代から悩まされていた

１つの“大疑問”に決着がついたのだ。 

 食いしん防にとって、数学の『ポアンカレ予想』にも匹敵する大問題、それは

「一夜にして髪が真っ白になるなんてことが、本当にあるのか!?」 

小説や映画の場面で、ものすごい恐怖体験をした人の頭が、朝になると真っ白

になっていた……というのによく出くわす。しかしこれって生物学的にあり得る

のか？ 髪が黒いのは色素があるから。一夜で色素が抜けるなんてことがあるの

か？ 恐怖で色素に異常をきたすなら、数カ月かけて根元から順々に白くなって 

いくのではないか？ 

 

 今回、食いしん防の円型ハゲ、もといミステリーサークルに白髪が生えてきた事実に

よって、“髪は根元から順に白くなっていく”説が証明された……と思う。 

 

 念を押しておくが、食いしん防は決してすさまじい恐怖にさらされて白髪になった 

わけじゃないからね。奥さまが怖くてこうなった、とは口が裂けても言わないから！ 

 

 皆さんもくれぐれもストレスにはご注意ください。円型に白髪が生えている人を見か

けても、イジメないであげてね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ↑現在の食いしん防 （イメージです） 

 



TOPICS 

☆こと防ブロック活動が続々と！ 

11 月に入り、湖東地区防災ネットワークに５つあるブロックの活動が始まった。  

既報の通り、今年度はこと防全体で「誰も取り残さない防災」を合言葉に、『個別避難

計画』作成に向けての『避難要支援者（災害が起こったとき、自力での避難が困難な人）』

の把握に努めることが決まっている。 

 そこでブロックごとの活動では、避難要支援者の把握が現時点でどこまで進んでいる

かの情報交換と、市福祉政策課の中村準一さんを迎えて、困りごとやわからないことに

アドヴァイスしてもらうことになった。 

 

 11 月 21 日の第一小ブロックを皮切りに、27 日第二小ブロック、28 日支所ブ  

ロックと続けて開催された。（第三小とひばり幼児園ブロックは 12月以降の予定） 

 

 まず避難要支援者の把握については、ほとんどの自治会はおおむね把握できているも

のの、完全かどうかはわからない（漏れもあり得る）とのことだった。昨年時点では  

「まったく把握できていない」と言っていた新興住宅地の自治会が、今年調査を実施し

てリストを作成したという報告もあり、全体的に着実に前進している印象だ。 

 

 困りごととしては、個人情報の壁があるために調査に限界があることと、現時点で 

ある要支援者リストをどの範囲まで共有するかに、多くの自治会が悩んでいた。それに

対して中村さんは、 

「正当な目的と本人の同意があれば、個人情報の共有は可能となる。ただし目的を

外れないことや、共有の範囲については留意する必要があります」 

との答えだった。 

 情報共有の範囲としては、①自治会長のみ ②評議員まで ③各組長まで  という３ 

パターンがあった。①はいざという時機能しない恐れがあり、③の組長までが妥当では

ないか、というのが食いしん防の受けた印象である。 

 

 他にも、市の『避難要支援者リスト』には載っていなくても、自治会で把握している

人が居れば、連絡すれば市から直接『支援制度』申請の説明に行くとのこと。食いしん

防にお知らせいただければ、市の担当者におつなぎします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



今後の活動予定 

12月 ６日 こと防第三小学校ブロック会議 

７・８日 全国自主防災組織リーダー研修会 

   15日 災害支援市民ネットワークしが研修会 

   未定  こと防ひばり幼児園ブロック会議 

 

※ 出前講座の申し込み受け付けます！ 

 

 

 

勝手にＱ＆Ａコーナー 

 Q：わが家にも足の不自由な高齢者がいるのですが、同居家族がいるので避難要 

支援者には該当しないですよね？ 

 A：家族と同居していても、災害時にその家族が家にいるとは限りません。 

また、杖をつくなどしたら自力でゆっくり動けるとしても、平時と違って 

障害物でいっぱいの道を歩くのは容易ではありません。要支援者の申告は 

しておくべきだと思います。 

 

 Q：先日、側頭部に円型白髪がある人を見かけました。かなりのアホ面でしたが、  

あれは食いしん防だったのですね？ 

 A：円型白髪があるからといって、それが食いしん防だという証明にはなりません。

見かけた人がアホ面だったのなら、まず間違いなく別人でしょう。 

 

 楽しい質問、お待ちしてます！ 

                      （文責：こじまっちょ） 

 

 

 

 

 


